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1曲私の大切な

キュンと……
～ Some time when we touch (GMP-1102)

新潟シーガルスクエアーズ　中川　洋
シンギング曲『Some time when we 

touch』を紹介させていただきます。
この曲は、いつ聴いても何度聴いて
も、そして何度歌っても感情があふ
れ出るシンギングだと思います。

ダン・ヒル氏の作詞そして作曲は
バリー・マン。こんな甘く切ない曲を紡ぎだせる2人に
敬意を表します。初めて耳にした時の感動からうん十
年が経過しましたが、コールの勉強を始めた頃に、こ
の【Some time when we touch】に再会。懐かしいタイ
トルを見て、無謀にもこの曲に挑戦してみたい！ と
思ったのでした。しかし……シンギングでは男女のコ
ラボ曲になっているではあ～りませんか？ 恋する女性

が男性に対して問いかける。男性は純粋に答えようと
している、そのじれったさが、かつて乙女だった私の
ハートを「キュン」とさせてしまったのです。この想
いをどうやって表現したらいいのか？ Withコールを
聴いてイメージを膨らませていきました。そして、自
分なりの結論は、万葉集の歌垣のように男女の掛合い
をするように歌ってみたいと至りました。

まず、指導してくださっている方から【キーがあっ
ているから女性のメロディを歌えるように】とアドバ
イスをいただき、美しいメロディと女性パートを追っ
ていくようにしました。

この曲に取り組んでからというもの、毎日が乙女の
ような（笑）気持ちなっていたかなと思います。娘に
男性パートを歌ってもらいハーモニーを楽しんだり、
時にはパートを交代して、誠実でシャイな男の子風に
歌ってみたりして、視点を変えるのも楽しいです。
「君と触れ合うとね、余りに愛しすぎて、本当の気

持ちを抑えきれないよ。本当は君をずっと抱きしめて
いたいんだよ。」こんな「キュン」ってなる歌詞を聞き
ながら踊るスクエアダンスって……素晴らしいダンス
だなとしみじみ感じるのであります。

なんでエッチなの？
スウィンガーズ´H（北海道）　古田　一裕

なんでエッチ？ ……当クラブ会員
にとって、誰でも一度は聞かれたこ
とのあるフレーズです。「H」は北海道
の頭文字で、「エイチ」と称します。
1964年（昭和39年）に北海道で最初に
誕生したスクエアダンスクラブなん
です。

クラブバッジは北海道の形を背景にクラブ名を入れ
たもので、全日本コンベンションなど道外のパー
ティーでは特に威力を発揮し、いろいろな方から声を
掛けられ「北海道から来たんですか？ なんでエッチな
んですか？」と話題に事欠きません。そのおかげで全
国に友達の輪も広がります。

初代クラブ旗は、創立メンバーの手作りで縦80×横
200㎝の堂々たるもので、いまだアニバーサリーでは
目を引きます。

クラブの雰囲気は開放的でおだやか……笑いが絶え

ません。クラブ
の年齢として還
暦が近くなって
きていますが老
衰することなく、
初心者講習会を
受 講 中 の ビ ギ
ナークラスから
90歳を超えたお
洒落な大先輩まで、多士済々で更なる発展を目指して
います。お花が好きな方必見の、1年中見られる植物
満載のブログを開設しているダンサー＆コーラーの

［ミセス踊る植物図鑑］も在籍していますよ。
ダンスレベルはB・MS・PそしてRDですが、別途

AD・C1の時間も用意してあります。札幌においでの際
には、気軽にお寄りください。どなたでも大歓迎で
す。ホームページも持っていますので「スウィンガー
ズ′H」でもっと詳しくどうぞ。

初代のクラブ旗です

クラブバッチです




